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デ
カ

9

卜
竺
規
則
論
」
の
出
登
貼
に
於
て
可
な

b
強

く

現

は

れ

て

居

る

批

判

論

的

思

想

の

徹

底

を
妨
げ
た
最
主
要
な
原
因
は
．
プ
ラ
ト
ー
ン
の
影
響
の
結
果
と
信
ぜ
ら
る
＼
而
し
て
後
に
彼
れ
の

哲
學
證
系
の
前
兼
を
占
領
す
る
や
う
に
な
っ
た
二
元
論
的
形
而
上
學
、
及
び
之
と
密
接
に
結
．
付
い

た
認
識
の
心
理
説
で
あ
る
。
此
形
而
上
學
説
と
心
理
設
と
は
〔
規
則
論
j

の

随

慮

に

隠

見

し

て

彼

れ

フ
ラ
9

ゲ
•
ス
テ
ル
ン
グ

を

ば

其

本

来

の

批

判

論

的

の

設

間

と

其

解

答

の

方

針

と

を

逸

脱

す

る

べ

く

誘

引

し

て

居

る

が

、

其
れ
が
最
も
表
而
に
現
は
れ
て
朋
説
呂
れ
て
居
る
の
は
「
規
則
第
十
二
」
の
條
で
あ
る
。

此

虞

で

デ

カ

9

卜

は

吾

々

が

認

識

す

る

に

営

て

用

ゐ

得

る

能

力

(fa
g
 
lta:o) 
!:; 
は
悟
性
(intellectu'5)
、

想
像
(
i
m
a
g
i
1
m
t
i
o
,
p
h
a
u
t
a
s
i
a
)
記
憶
(
m
e
m
o
r
i
a
)
威
官
(seusns)
、
の
四
者
が
あ
る
と
し
て
、
其
四
能
力
の
本
性

デ

カ

ー

ト

竺

却

則

餡

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

息

恕

六 批
判
論
的
思
想
（
完
結
）

朝
疇
永

デ
カ
ー
ト
の
「
規
則
論
」
に
現
は
れ
た
る

六
九

r
p
 

十

且
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及
び
闊
係
と
ば
下
の
様
に
説
い
て
居
る
。

、
、
、

凡
て
の
外
戚
官
は
吾
々
が
之
を
使
用
す
る
場
合
に
は
或
活
動
郎
ち
運
動
に
よ
っ
と
し
之
を
共
到

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

象
に
向
け
る
と
い
ふ
励
よ
り
言
へ
ば
能
動
的
で
あ
る
が
併
し
肉
證
の
一
部
で
あ
る
限
り
．
恰
か
も

、
、
、

蠍
が
印
＂
章
よ
り
し
て
其
形
象
と
受
け
る
様
に
、
受
動
的
に
外
物
の
影
蓉
を
受
け
る
。
此
蠍
蜀
印
象

と
の
比
較
は
決
し
て
唯
の
比
論
で
な
く
文
字
通
り
に
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
れ
。
（
デ
カ
＇
卜
は
此
虞

に
既
に
‘
凡
て
の
殴
性
的
性
質
は
客
観
的
に
は
物
魯
？
り
運
動
で
あ
っ
て
‘
其
れ
が
戚
官
に
到
す
る
直

接
接
獨
に
依
て
凡
て
の
他
の
威
性
的
性
質
の
知
覺
は
起
る
と
い
ふ
こ
と
と
暗
に
認
め
て
居
る
。
）

、
、
、
、

外

戚

官

が

斯

く

し

て

受

取

っ

た

此

形

象

は

共

通

戚

官

se11sus
c
o
n
r
n
n
m
i
s
と

名

づ

け

ら

る

べ

含

中

橿

、、

機
闊
に
偲
逹
逹
れ
る
。
而
し
て
此
共
通
戚
官
は
又
た
等
し
く
印
章
が
蛾
、
に
働
く
や
う
に
想
像
に

、
、
、
、
、
、
、
、

働
§
｀
其
形
象
を
ぱ
之
に
印
す
る
。
此
想
像
も
亦
肉
證
の
一
部
と
し
て
脳
髄
内
に
あ
っ
て
‘
其
種
々

の
部
分
は
別
々
の
種
々
の
形
象
を
受
取
る
こ
と
が
出
来
、
且
つ
其
印
象
を
長
時
間
保
留
す
る
こ
と

、、

が

出

来

る

。

こ

れ

が

郎

ち

記

憶

に

外

な

ら

松

。

此

想

像

は

其

本

捜

た

る

脳

髄

よ

り

起

る

誹

揺

を

通
じ
て
、
恰
か
も
外
戚
官
が
共
通
戚
官
に
働
く
が
如
く
種
々
の
運
動
を
種
々
の
肉
證
の
部
分
に
博

へ
る
。
是
等
は
凡
て
純
粋
に
肉
證
的
作
用
で
あ
っ
て
‘
凡
て
動
物
の
遥
動
．
及
び
理
性
の
助
を
待
た

是

等

の

作

用

に

於

て

は

異

に

到

象

ざ
る
人
間
の
運
動
は
此
の
如
含
径
路
を
厭
ん
で
行
は
れ
る
。

哲

學

研

究

第

ー

ニ

十

二

脇

七
0
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ヂ

カ

ー

ト

の

「

規

則

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想
ヽ

念

を

構

成

す

る

こ

と

も

あ

り

、

最

後

に

此

形

象

を

ば

肉

證

の

能

動

力

に

悔

へ

て

運

動

を

起

＄

し

む

る

こ

と

も

あ

る

。

併

し

其

れ

等

は

決

し

て

別

の

力

で

な

く

し

て

飽

く

ま

で

も

同

一

の

力

で

あ

ろ

。

、
、
、
、
、
、
、
、

斯

く

て

同

一

の

力

は

其

れ

が

闊

係

す

る

肉

證

的

機

闊

の

如

何

に

依

て

意

識

作

用

と

し

て

の

戚

覺

、

記
憶
、
想
像
等
と
な
っ
て
働
さ
‘
而
し
て
其
れ
が
全
然
肉
燈
的
機
闊
と
闘
係
な
く
純
粋
に
獨
立
に
働

．、、．、、

く

時

に

は

純

粋

悟

性

i
n
t
o
l
l
e
c
t
n
s
p
u
r
n
s

で
あ
る
。
（
8
.
5
9
|
 6
0
)
 

デ
カ

9

卜

は

認

誠

に

闊

典

す

る

詣

能

力

の

本

性

及

闘

係

を

右

の

様

に

設

い

て

、

更

に

其

認

識

の

戚

官

よ

り

末

る

の
で
あ
る
。

七

帥

ち

此

虞

に

既

に

後

期

に

至

て

デ

カ

T

卜
哲
學
の
主
要
特
徴
と
形
造
っ
た
一
一
元
論
、

機
械
的
生
理
説
、
動
物
帥
機
械
説
等
が
現
は
れ
て
居
る
。

(
S
.
5
6
|
 5
9
.
)
 

此

認

識

の

力

は

時

に

は

想

像

の

助

に

依

て

共

通

戚

官

よ

り

来

る

と

こ

ろ

の

形

象

を

受

取

る

こ

と
も
あ
り
、
時
に
は
記
憶
が
保
留
す
る
形
象
に
向
ふ
こ
と
も
あ
り
、
時
に
は
又
た
想
像
を
し
て
共
通

一

切

の

形

象

を

拒

絶

せ

し

む

る

殴

ど

．

一

時

強

く

之

を

獨

占

す

る

と

こ

ろ

の

新

観

の

認

識

と

稲

せ

ら

る

べ

も

も

の

は

な

い

‘

興

に

到

象

の

認

識

と

呼

ば

る

べ

含

作

用

と

督

む

も

の

は

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

肉

證

的

な

る

想

像

で

な

く

し

て

純

精

誹

的

の

力

で

あ

り

、

而

し

て

此

力

は

全

然

肉

證

を

離

れ

た

も
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り
罷
別
す
る
為
め
で
あ
る
，

到
象
に
就
て
設

g
、
彼
れ
が
其
方
法
の
一
重
要
件
と
し
た
「
枚
學
」

e
n
u
m
e
r
a
t
i
o
n

に
依
つ
て
一
切
の
事

物
を
分
類
し
、
而
し
て
純
粋
悟
性
の
到
象
と
し
て
の
確
賓
の
認
識
の
如
何
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
か
を
考
査
し
て
‘
此
書
を
一
貫
し
た
、
正
確
な
認
‘
識
は
唯
自
朋
的
な
直
観
と
之
に
基
い
た
演

繹
と
に
依
て
得
ら
る
ヽ
と
い
ふ
趣
意
を
詳
述
せ
ん
と
し
て
居
る
。

(
S
.
6
1
|
 6

8
.
)
 

デ

カ

r
卜
に
依
れ
ば
一
切
の
事
物
は
、
吾
々
の
認
識
に
闘
係
し
て
、
「
箪
純
物
性
」
と
其
れ
の
結
合
と

に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
輩
純
物
性
(ei11fache
N
a
t
u
r
e
n
,
n
a
t
u
r
a
e
 s
i
m
p
l
i
c
e
s
は
）
「
其
れ
の
認
識
が
完
全
に

朋
透
判
明

p
g
s
p
i
c
u
a
 et d
i
s
t
i
n
c
t
a
 !d, 
し

て

其

れ

以

上

吾

々

の

精

紳

に

依

て

更

に

判

明

に

認

識

＄

る

る
も
の
に
分
析
さ
れ
得
ざ
る
」
要
素
を
い
ふ
(
S
.
6
2
)
。
即
ち
吾
々
の
認
識
上
共
れ
以
上
に
分
析
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
‘
其
れ
以
上
定
義
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
表
象
を
興
ふ
る
と
こ
ろ
の
性
を
い
ふ

の
で
あ
る
。

第

三

十

二

臨

此
慮
に
吾
々
の
認
識
に
闘
し
て
、
若
く
は
吾
々
の
認
識
上
と
い
ふ
は
、
物
の
存
在
上
よ

は
吾
々
は
此
[
=
者
を
別
々
に
離
し
て
考
へ
て
．
其
れ
が
同
一

例

へ

ば

今

一

定

の

延

長

と

形

朕

と

を

有

す

る

或

物

證

が

あ

る

と

す

る
に
、
其
れ
の
存
在
上
よ
り
言
へ
ば
此
物
證
は
其
儘
箪
一
、
輩
純
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
之
ャ
Z
吻
質
、
延
長
、

形
朕
な
る
獨
立
の
三
物
性
が
集
ま
っ
て
成
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
併
し
認
識
上
に
於
て

の
主
證
に
同
時
に
結
付
い
て
存
す
る

と
判
断
す
る
の
で
あ
る

3

箪
純
物
性
は
、
（
一
）
純
知
的
な
も
の
、
(
―
―
)
純
物
質
的
な
も
の
、
（
三
）
雨
者
を
兼
ね

哲

學

研

究

七
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七

其
故
に
形
は
延
長
と
‘
運
動
は
時
間
と
必
然
的
に
結
付
い
て
居

形
を

一
の
概
念
が
他
の
概

る
も
の
、
例
へ
ば
疑
ひ
、
無
知
、
執
意
と
い
ふ
が
如
合
も
の
で
あ
る
。

み
存
す
る
と
し
て
認
識
す
る
も
の
、
例
へ
は
形
、
延
長
運
動
等
は
之
れ
に
属
す
る
。

第

三

は

例

へ

ば

存
在
、
継
綬
等
と
い
ふ
が
如
芝
吾
々
が
物
證
及
び
精
紳
の
双
方
に
蹄
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ

尚

ほ

此

種

に

属

す

る

と

し

て

學

ぐ

べ

き

は

他

の

箪

純

物

性

を

結

付

け

る

為

め

に

用

ゐ

ら

る

ェ
＊
ヂ
)
ツ

ヽ

連

鎖

と

も

言

は

る

べ

芝

而

し

て

其

の

明

證

に

基

い

て

推

理

が

行

は

る

ヽ

と

こ

ろ

の

概

念

で

あ

例
へ
ば
●
一
ご
軍
が
共
に
第
三
早
皐
に
等
し
け
れ
ば
其
れ
は
又
た
互
に
相
等
し
ガ
〈
は
、
二
最
が
第
三

量
に
等
し
か
ら
ざ
れ
ば
其
れ
は
又
た
互
に
相
等
し
か
ら
ず
、
と
い
ふ
が
如
§
も
の
で
あ
る
。

是
等
の
物
性
は
直
観
的
に
確
知
せ
ら
る
ヽ
も
の
、
「
共
自
身
に
依
て
知
ら
る
さ
p
e
r
s
e
 n
o
t
a
e

も
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
誤
謬
を
含
弐
ず
‘
誤
謬
は
吾
々
が
之
を
結
付
け
て
考
ふ
る
時
に
初
め
一
し
起
る
。

但
し
輩
純
物
性
の
結
合
に
は
、
二
）
必
然
的
（
二
）
偶
然
的
の
一
一
種
の
別
が
あ
る
。

念

と

不

明

瞭

な

仕

方

で

不

可

離

的

に

結

付

い

て

吾

々

が

其

れ

を

離

れ

た

も

の

と

し

て

判

断

す

れ

ば
其
の
何
れ
か
を
も
判
明
に
考
へ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
場
合
に
其
結
合
を
必
然
的
と
い
ふ
●

ば
廷
長
よ
り
離
し
て
｀
或
は
運
動
を
は
持
綬
又
は
時
間
よ
り
離
し
て
判
断
せ
ん
と
す
れ
ば
吾
々
は

判
明
に
考
ふ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

デ

カ

ー

ト

の

「

規

則

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想

ろ。 る。 た
も
の
、
＝
一
種
に
分
れ
る
。

第

コ

は

吾

々

が

箪

に

物

證

に

の

第

一

は

悟

性

が

牽

も

物

證

的

心

像

の

助

を

借

ら

ず

し

て

認

識

し

得
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者
は
直
賎
に
典
へ
ら
れ
、
後
者
は
演
繹
に
依
て
登
見
せ
ら
る
＼
。

斯
く
て
デ
カ

9

卜
は
吾
々
が
正

純
粋
悟
性
の
到
象
た
る
確
賞
の
認
識
は
箪
純
物
性
と
其
必
然
的
闘
係
と
の
み
に
限
ら
る
、
゜

前

吾
々
が
知
り
得
る

的
到
象
以
外
に
も
存
す
る
。

は
少
く
と
も
彼
れ
が
疑
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
、
又
た
彼
れ
は
或
事
が
異
又
は
偽
で

ぁ
り
得
る
と
い
ふ
こ
と
を
許
す
と
い
ふ
こ
と
が
必
然
的
に
績
く
。

(

-

）

 

ふ
物
性
と
必
然
的
に
結
付
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
が
予
は
一
切
を
疑
ふ
と
い
ふ
時
に
、
彼
れ

之
に
反
し
て
物
性
の
結
合
が
不
可
離
的
で
な
い
場
合
は
其
結
合
を
偶
然
的
と
い
ふ
。

物
證
は
生
命
を
有
す
」
と
い
び
‘
i
人
は
衣
服
を
着
る
」
と
い
ふ
が
如
合
は
其
れ
で
あ
る
，

結

合

で

あ

り

な

が

ら

其

必

然

的

閥

係

が

知

ら

れ

ざ

る

が

為

め

皮

想

的

に

は

偶

然

的

と

見

ら

れ

る

例
へ
ば
「
予
は
在
b
‘
其
故
に
誹
は
在
り
」
と
い
び
、
「
予
は
思
惟
（
意
誡
）
す
‘
其
故
に
物
證
と

（

二

）

は
別
な
る
精
紳
を
有
す
」
と
い
ふ
命
題
の
如
き
其
れ
で
あ
る
が
、
斯
の
如
き
普
通
注
意
＄
れ
ざ
る
必

一
で
あ
る
。

但

し

必

然

的

一
切
は
箪
純
物
性
と
其
れ
の
結
合
と
の
外
に
出
る
こ
と
は
出
来
ず
‘
而
し
て

然

の

結

合

を

見

出

す

と

い

ふ

こ

と

が

學

問

6
』
要
務
の

も
の
が
あ
る
。

例

へ

ば

是
等
の
事
は
凡
て
疑
ひ
と
い

と
は
出
来
ぬ
。

共
故
に

8
F
-
1
1
7
は
必
然
的
結
合
で
あ
る
。

尚

ほ

斯

の

如

含

必

然

的

結

合

は

戚

覺

る。

哲

怒

七

は

三

と

四

と

を

不

明

瞭

な

仕

方

で

其

中

に

含

め

る

こ

と

な

く

し

て

は

判

明

に

考

へ

る

こ

研

究

第

三

十

二

堕

七
四
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デ

カ

ー

ト

の

「

規

珊

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想

八

つ
あ
る
の
み
と
結
論
し
た
。

ぶ

こ

と

の

ヽ

七
百

一
例
と
し
て
。
（
九
）
と
到
照
せ
よ
。

確

な

る

認

誠

に

進

み

得

べ

き
J

道
は
唯
箪
純
物
性
の
自
明
的
直
観
と
共
れ
の
必
然
．
的
演
繹
と
の
二

（

一

）

、

（

二

）

、

是

等

の

例

は

寧

ろ

後

の

叙

説

の

材

料

と

し

て

興

味

が

あ

る

と

思

っ

た

か

ら

加

3̀ 

は

「

規

則

論

」

と

後

期

、

の

思

想

と

間

に

存

す

る

闊

心

の

相

違

を

示

す

材

料

と

し

て

。

デ

カ

ー

ト

は

知

ら

ろ

4

如

く

「

方

法

叙

説

」

、

「

瞑

想

録

」

及

び

「

哲

學

原

理

」

に

於

て

も

、

此

度

と

同

様

疑

ひ

其

．

者

が

や

が

て

確

寅

性

に

導

く

、

或

は

寧

ろ

其

巾

に

之

を

包

合

す

る

と

説

い

．

て

居

る

が

、

併

し

其

適

用

の

仕

方

は

前

後

に

興

味

あ

る

相

迎

が

あ

る

。

0

0

 

此

虞

で

は

疑

ひ

其

者

が

や

が

て

浜

理

の

存

在

を

示

す

ど

に

依

て

認

識

批

判

に

導

き

得

る

と

い

ふ

様

に

活

0
 

o・ 

Jll
さ

れ

て

居

る

が

、

後

の

箸

書

に

於

て

は

共

れ

か

疑

ふ

者

と

し

、

て

rJJ

我

の

存

在

を

示

す

こ

と

に

依

て

形

而

上

學

に

尊

い

て

居

る

。

（

二

）

は

、

後

期

に

於

て

形

而

上

學

の

粛

要

々

索

と

な

っ

た

息

想

が

「

規

則

論

」

で

は

唯

の

引

例

ゃ

品

明

材

料

と

し

て

JlJ
ゐ

ら

れ

て

居

る

と

い

純
粋
悟
性
の
到
象
に
闘
す
る
此
「
規
則
第
十
二
」
の
所
説
は
前
に
述
べ
た
様
に
「
規
則
第
三
」
の
條
下

に

於

け

る

確

賓

な

る

認

識

は

直

観

と

演

繹

と

の

み

に

よ

る

と

い

ふ

こ

と

の

詳

説

と

し

て

企

園

3

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
双
方
の
趣
旨
は
叉
た
大
證
合
致
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
前
者
は

'ヽ

前

述

の

心

理

設

を

背

景

と

し

て

居

る

為

め

に

熊

後

者

と

裏

切

る

と

い

ふ

結

果

を

生

じ

て

居

る

。

へ
て
匠
い
た
。
(
[
)
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底
に
了
つ
て
居
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第

一

二

十

二

駿

七

六

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

後
者
に
於
て
は
直
観
は
｀

f

純
粋
な
る
精
誹
の
」
表
象
、
又
は
、
―
'
唯
々
理
性
の
光
明
の
み
よ
り
起
る
：
•
•
練

、
、
、

粋
な
る
・
・
精
紳
の
表
象
」
で
あ
る
と
定
義
＄
れ
‘
而
し
て
特
に
「
襲
化
常
な
ぎ
戚
官
の
所
示
や
不
判
明

な

る

想

像

の

心

像

に

基

く

誤

り

易

5
判

断

で

な

く

し

て
J

と

断

は

つ

て

あ

る
(
S
.
1
2
)

と

こ

ろ

依

て

見
悟

性

れ
ば
‘
其
れ
は
戚
官
や
想
像
の
助
を
借
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
重
要
々
件
と
な
っ
て
居
る
。

前

者

に

於

て

デ

カ

ー

ト

が

、

輩

純

物

性

中

の

二

種

と

し

て

純

物

質

的

の

も

の

及

び

知

的

井

に

物

質

的

の

も

の

を

畢

げ

て

居

る

こ

と

は

既

設

の

如

く

で

あ

る

が

、

更

に

是

等

の

認

識

に

於

て

は

悟

性

は

他

の

肉

證

的

機

刷

と

闘

係

し

て

成

立

つ

機

能

の

力

を

借

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

こ

と

を

認

め

た

。

が

奄

も

物

橙

的

若

く

は

物

證

に

類

似

す

る

要

素

を

含

ま

ざ

る

事

物

を

到

象

と

す

る

場

合

に

は

．

戚

宜

想

像

記

憶

等

の

協

力

を

受

く

る

要

は

な

い

が

‘

併

し

物

罷

界

に

闘

し

て

何

者

か

を

認

識

せ

ん

と

す

る

場

合

に

は

其

れ

の

出

来

る

丈

け

判

明

な

る

表

象

を

形

造

ら

ね

ば

な

ら

ね

而

し

て

其

れ

が

為

め

に

は

想

像

の

助

を

借

る

を

要

し

‘

而

し

て

想

像

は

其

印

象

を

外

威

官

を

通

じ

て

受

動

的

に

外

的

到
象
の
威
獨
よ
り
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
又
た
戚
官
の
力
に
訴
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
S
.
6
0
1
 6
]
＇
）
。
斯
く

て

デ

カ

ー

ト

が

反

覆

重

説

し

た

認

識

に

於

け

る

悟

性

の

獨

立

性

、

精

紳

の

純

粋

性

は

明

か

に

不

徹

或
は
デ
カ
ー
・
r

の
所
謂
獨
立
や
純
粋
は
心
理
的
起
原
の
問
題
と
は
全
然
没
交
渉
で
あ
る
、
デ
カ

哲

學

研

究

然

る

に
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デ

カ

ー

ト

の

「

規

則

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想

尚
ほ
芯
精
紳
の
直
観
」
は
輩
に
箪
純
物
性
と
共
必
然
的
結
合

、
、
、

と
の
認
識
の
み
に
限
ら
れ
ず
‘
悟
性
が
「
明
確
に
」
自
己
若
く
は
想
像
の
内
に
あ
る
と
経
験
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
を
も
含
む
(
S
.
6
8
)

と
説
い
て
居
る
。
而
し
て
是
等
と
ば
「
規
則
第
十
四
」
に
於
け
る
、
光
明
の

炭
弊
平
日
の
強
＄
と
い
ふ
が
如
ぎ
戚
性
的
性
質
は
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
‘
純
粋
廷

長

は

之

に

反

し

て

等

し

く

想

像

の

到

象

で

あ

り

な

が

ら

確

賓

に

規

定

＄

れ

得

る

と

い

ふ

考

と

結

付
く
れ
は
、
カ
ン
ト
の
純
粋
直
観
の
様
な
考
と
な
っ
―
L
‘
其
所
謂
「
純
粋
」
の
概
念
は
心
理
的
起
原
の
問

題
よ
り
離
れ
て
一
層
精
錬
式
；
れ
力
「
ア
プ
リ
オ
リ
」
の
概
念
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
へ
る
。

し
デ
カ
ー
ト
の
思
想
は
斯
る
登
展
の
可
能
を
有
し
な
が
ら
、
其
れ
は
現
賓
と
な
ら
ず
、
却
て
其
二
元

論
的
形
而
上
學
及
び
之
と
結
付
い
た
心
理
説
に
累
せ
ら
れ
マ
し
、
後
期
の
證
系
に
於
て
は
此
純
粋
延

長
は
形
而
上
學
化
＄
れ
て
｀
純
粋
延
長
は
明
晰
判
明
に
思
惟
芯
る
が
故
に
先
天
的
で
あ
る
と
考
へ

ら
る
＼
代
り
｀
に
同
様
の
理
由
に
依
て
客
観
的
賓
在
と
考
へ
ら
れ
、
而
し
て
其
「
純
粋
」
の
概
念
も
亦
た

依
て
欺
か
れ
る
こ
と
は
な
い

(
S
.
6
6
)
。

七
七

但

の
如

3
見
方
に
到
す
る
材
料
が
含
ま
れ
て
居
る
。

、
、
ヽ
（

助
を
借
る
場
合
と
雖
も
．
明
確
に
p
r
a
e
c
i
s
e
)
直
観

3
れ
る
到
象
の
み
に
限
る
間
は
、
決
し
て
其
親
験
に

デ
カ

9

卜
に
依
れ
ば
、
悟
性
は
其
れ
が
純
瞼
の

＇
卜
が
戚
官
や
想
像
の
力
を
借
り
て
成
立
つ
と
し
た
作
用
の
或
者
を
も
デ
カ
ー
ト
は
純
粋
悟
性

の

作

用

中

に

敷

へ

る

の

で

あ

る

と

解

ず

る

こ

と

も

出

来

る

。

現

に

デ

カ

9

卜
の
所
説
中
に
も
此
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七
八

第
一

l—
+
_t-1
鯵

一
層
心
理
學
．
的
‘
或
は
夏
に
一
歩
進
ん
で
紳
が
悟
性
に
植
付
け
た
と
い
ふ
様
．
に
設
か
れ
て
形
而
上

要
す
る
に
デ
カ

9

卜
は
其
出
螢
貼
に
於
て
は
純
粋
の
批
判
論
的
設
問
を
以
て
出
登
し
｀
而
し
て

其
解
答
も
亦
批
判
論
的
の
方
向
と
取
っ
て
居
り
、
認
識
が
到
象
を
可
能
な
ら
し
む
る
と
し
て
居
る

が
、
併
し
之
と
並
ん
で
一
切
の
認
識
に
先
つ
て
存
し
認
識
に
由
て
初
め
て
把
捉
さ
る
べ
き
到
象
を

素
朴
的
に
認
め
て
居
る
為
め
に
、
此
批
判
論
的
思
想
は
初
め
よ
り
し
て
時
々
統
一
が
破
ら
れ
て
居

b
‘
而
し
て
其
方
法
観
の
論
述
が
漸
次
精
細
に
進
む
に
随
ひ
其
具
證
的
の
説
朋
の
材
料
と
し
て
用

．
ゐ
ら
れ
た
此
獨
断
的
思
想
が
次
第
に
前
景
を
占
め
来
つ
て
共
不
徹
底
を
一
層
明
か
に
暴
露
す
る

に
至
っ
た
と
見
ら
れ
得
る
様
で
あ
る
。
但
し
絃
に
注
意
す
べ
き
は
、
デ
カ
ー
ト
の
此
形
而
上
學
及

び
之
と
密
接
に
結
付
い
た
心
理
説
は
、
「
規
則
論
」
に
於
て
は
其
れ
が
特
に
詳
説
＄
る
ヽ
場
合
に
於
て

、、

も

尚

ほ

常

に

方

法

論

々

述

の

方

便

と

し

て

の

椴

説

の

形

を

以

て

説

か

れ

て

居

る

と

い

ふ

こ

と

で

共
心
理
説
を
述
べ
る
に
営
つ
て
は
、
「
讀
者
は
若
し
好
ま
ぬ
な
ら
ば
必
ず
し
も
事
賓
が
共
通

り
に
な
っ
て
居
る
と
信
ず
る
必
要
は
な
い
、
」
併
し
た
と
へ
其
れ
は
其
自
身
其
理
に
非
ず
と
す
る
も

あ
る
。

九

學
的
基
礎
の
上
に
解
せ
ら
る
ヽ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

哲

學

研

究
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ん
と
す
る
願
望
が
あ
っ
た
の
と
、
他
は
数
會
紳
學
の
攻
撃
を
避
け
得
る
様
充
分
の
用
意
を
な
す
必

は
な
い
。

信
じ
て
居
た
と
い
ふ
こ
と
が
明
か
で
あ
る
9

七
九

而
し
て
彼
は
尚
ほ

r

規
別
第
四
」
の
結
末
(
S
.
2
2
、
ー
に
於
て

具
理
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
助
く
る
な
ら
ば
之
と
豫
想
す
．
る
も
差
支
は
な
い
、
例
へ
ば
幾
何
學
は

分
羅
に
闊
し
て
物
理
學
と
は
全
然
異
な
っ
た
或
豫
想
を
な
し
て
居
る
が
、
併
し
其
れ
は
奄
も
其
の

證

明

の

力

を

弱

く

し

な

い

様

な

も

の

で

あ

る

と

説
g
(
S
.
5
6
)
‘

更
に
物
性
の
分
析
枚
畢
に
嘗
て
も
亦
、

其
れ
は
「
恐
＜
凡
て
の
人
に
取
て
疑
を
容
る
ヽ
餘
地
な
§
ほ
ど
確
定
し
た
こ
と
ヽ
は
思
は
れ
ぬ
で

あ
ら
う
、
」
併
し
天
文
學
者
が
其
現
象
を
記
述
す
る
為
に
想
像
的
に
設
け
た
圃
だ
け
の
債
値
が
認
め

ら
る
れ
ば
充
分
で
あ
る
、
と
設
い
て
居
る
(
S
.
6
l
j
。

方

法

の

根

本

法

則

は

此

形

而

上

學

及

び

心

理

學

證
朋
さ
れ
得
る
も
の
と
信
じ
て
居
た
。

現
に
彼
が
其
心
理
説
の
叙
設
に
入
る
に
営
て
、
其
の
根
櫨

を
説
か
ね
の
は
唯
其
餘
裕
が
無
い
か
ら
だ
と
し
し
居
る
（
S
.
5
1
3
)

!:;!. 
依
て
見
て
、
も
．
其
根
櫨
の
存
在
は

輩
に
方
法
論
及
び
普
逼
的
敷
學
へ
の
其
れ
の
適
用
の
み
を
以
て
浦
足
せ
ず
更
に
「
よ
り
高
§
學
」
に

向
ふ
志
を
有
す
る
旨
を
自
白
し
て
居
る
が
、
其
「
よ

b
高
含
學
活
i

即
ち
彼
れ
が
此
書
に
於
一
し
は
椴
説

的
に
設
い
た
、
大
橙
に
於
て
後
期
の
息
想
と
一
致
す
る
形
而
上
學
説
で
あ
る
と
察
す
る
と
は
難
く

彼

が

今

之

に

立

入

ら

な

か

っ

た

の

は

後

日

更

に

堅

宣

な

る

根

捩

を

以

て

之

を

證

朋

せ

デ

カ

ー

ト

の

「

規

則

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想

の
具
偽
と
は
全
く
没
交
渉
で
あ
る
。

併
し
デ
カ
ー
ト
は
「
規
則
論
」
に
於
て
も
既
に
此
椴
説
は
充
分
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證
系
を
組
織
す
る
と
の
必
要
を
戚
じ
て
居
た
。

求
し
て
居
る
。

合
致
し
て
、
一
定
の
悟
性
の
最
高
原
理
よ
り
出
登
し
て
巌
密
な
る
演
繹
に
よ
っ
て
、
直
接
に
罷
瞼
に

適

用

＄

る

べ

合

或

は

寧

ろ

根

抵

あ

る

認

識

と

し

て

の

罷

職

を

可

能

な

ら

し

む

る

と

こ

ろ

の

詣

原

る。

第

三

十

二

猿

要
を
戚
じ
た
結
果
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
（
此
事
は
後
期
の
主
著
に
於
て
彼
れ
が
如
何
に
数
會
肺

學
と
の
衝
突
を
避
け
ん
が
為
め
に
細
心
工
風
せ
し
か
を
見
れ
ば
充
分
了
解
出
来
る
と
思
ふ
）

0

故
に
落
後
期
に
至
て
r

規
則
論
」
に
於
て
は
箪
に
背
最
に
働
い
，
て
居
た
其
本
来
の
傾
向
と
或
外
的
事
情

と

が

結

付

い

た

結

果

デ

カ

ー

ト

の

自

然

科

學

的

及

び

形

而

上

學

的

闊

心

が

次

第

に

有

力

と

な

る

に
連
れ
て
、
此
瑕
説
は
彼
れ
が
正
確
な
る
根
提
と
信
ず
る
も
の
、
上
に
立
つ
て
其
證
系
の
主
要
部

を
形
造
る
に
至
り
‘
而
し
て
之
に
伴
つ
て
彼
を
し
て
r

規
則
論
」
に
於
て
よ
り
も
更
に
甚
だ
し
く
批
判

更
に
デ
カ

9

卜

を

し

て

嘗

初

の

批

判

的

立

場

を

逸

脱

せ

し

む

る

に

闊

典

し

た

他

の

原

因

が

あ

デ
カ

9

卜

は

前

に

述

べ

た

や

う

に

其

出

痰

励

に

於

て

は

認

識

の

根

本

概

念

及

根

本

命

題

の

而
し
て
此
證
系
の
組
織
は
共
自
身
認
識
で
あ
る
以
上
、
其
の
認
識
の
理
想
概
念
に

十

或

は

少

く

と

も

彼

れ

の

最

初

の

立

場

は

之

を

要

論
立
湯
を
逸
脱
せ
し
む
る
に
至
っ
た
や
う
に
息
は
る
ヽ
。

秤

學

研

究

其

八

0
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デ

カ

ー

ト

の

「

規

則

論

」

に

現

は

れ

た

る

批

判

論

的

思

想

い
ふ
こ
と
は
賓
に
後
期
の
主
著
の
重
要
特
徴
の

く
の
公
理
的
命
題
を
救
護
す
る
武
器
に
利
用
芯
れ
、
彼
れ
の
哲
學
の
獨
断
的
傾
向
を
助
長
す
る
様

斯
く
て

r

直
観
」
又
は
「
明
晰
判
明
」
等
の
語
、
若
く
は
「
何
人
も
否
定
せ
ざ
る
べ
し
、
何
人
も
然

ら
ず
と
思
は
ざ
る
べ
し
」
(
n
e
m
o
negat, n
e
m
o
 eliter putat)、
「
自
然
智
に
依
て
朋
白
」
(vero
l
u
m
i
n
e
 naturali 

m
a
n
i
f
e
s
t
u
m
)
と

い

ふ

が

如

き

簡

箪

な

る

句

が

證

系

の

基

礎

を

形

造

る

と

こ

ろ

の

多

く

の

ー

ー

其

或

者
は
、
疑
問
的
な
ー
ー
根
本
命
題
を
造
作
も
な
く
辮
誰
し
去
る
重
賓
な
る
道
具
と
な
っ
て
居
る
と

是
に
於
て
、
出
螢
酷
に
於
て
は
認
識
に
於
て
剪
象
を
方
法
的
に
造
出
す
働
ァ
と
意
味
す
べ
か
り
し

悟
性
は
、
唯
永
遠
に
亘
つ
て
典
へ
ら
れ
て
あ
る
真
理
を
恰
か
も
戚
性
が
戚
性
的
事
物
を
直
観
す
る

が
如
く
切
れ
々
々
に
直
槻
す
る
と
こ
ろ
の
能
力
に
過
ぎ
ざ
る
観
を
呈
す
る
に
至
っ
ヵ
。

に
な
っ
ヵ
゜

然
る
に
デ
カ

9

卜
は
他
方
に
於
て
は
是
等

の
根
本
概
念
及
根
本
命
題
は
凡
て

r

其
自
身
に
依
て
細
ら
る
、
」
も
の
で
あ
っ
て
、
定
義
す
る
と
も
演

繹
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
又
た
不
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

従

っ

て

公

理

的

要

求

と

以

て

現

は
る
ヽ
具
理
の
確
宜
性
の
様
準
は
唯
「
明
晰
麻
[
明
」
と
い
ふ
の
み
で
充
分
で
あ

9‘
更
に
進
ん
で
其
根

．
 

祗
を
研
究
す
る
こ
と
は
全
然
無
用
で
あ
る
。
「
規
則
論
」
に
存
す
る
此
具
理
の
標
準
に
闘
す
る
思
想

は
共
證
系
に
於
て
は
次
第
に
重
要
な
役
目
を
演
ず
る
様
に
な
り
、
其
時
共
時
の
要
求
に
應
じ
て
多

一
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

理
を
導
出
す
と

5

人
形
の
も
の
で
な
け
れ
な
ら
ね
。

l¥. 

而
し
て
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ざ
る
に
至
っ
た
。

第
一
―
「
+
，
二
蒻

之
と
共
に
然
ら
ば
悟
性
は
如
何
に
し
て
其
れ
を
知
り
得
る
か
、
又
此
悟
性
の
法
則
が
同
時
に
一
切

の
事
物
を
支
配
す
る
法
則
と
な
っ
て
居
る
の
は
何
に
依
る
か
と
い
ふ
疑
問
が
必
然
的
に
起
b
‘
而

し
て
之
に
到
す
る
解
答
は
全
然
形
而
上
學
的
茄
礎
の
上
に
置
か
れ
て
、
是
等
の
法
則
は
萬
有
の
創

造
者
に
し
て
支
配
者
た
る
帥
が
萬
有
に
典
へ
し
と
共
に
之
を
吾
々
の
悟
性
に
植
付
け
た
の
あ
る

か
ら
、
吾
々
は
細
瞼
を
待
た
ず
し
て
唯
々
自
然
知
目
の
み
に
依
て
朋
晰
判
明
に
之
と
思
惟
す
る
こ
と

を
得
‘
而
し
て
其
れ
は
又
た
同
時
に
客
観
の
到
象
の
具
と
寓
す
の
で
あ
る
と
説
か
れ
‘
而
し
て
之
と

共
に
、
一
方
に
於
て
は
紳
の
存
在
の
確
賞
性
が
明
晰
判
明
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
の
確
宣
性
の
上
に

基
け
ら
れ
他
方
に
於
て
は
後
者
が
前
者
の
上
に
基
け
ら
れ
る
と
い
ふ
循
環
に
陥
る
の
已
む
と
得

斯
＜
℃
r
規
則
論
」
一
編
は
吾
々
に
、
デ
カ

9

卜
が
方
法
問
題
を
中
心
と
し
て
居
た
時
期
の
思
想
に

は
其
主
著
の
み
に
依
て
彼
れ
を
判
断
す
る
揚
合
に
考
へ
ら
れ
る
よ
り
は
遥
か
多
く
の
、
而
し
て
貴

．
 

重
な
る
批
判
論
的
契
機
を
含
む
と
い
ふ
こ
と
を
数
ふ
る
と
共
に
、
批
判
論
の
順
正
な
る
痰
展
と
徹

底
と
を
妨
ぐ
る
も
の
は
多
く
の
揚
合
形
而
上
學
及
心
理
學
の
混
入
と
方
法
的
派
生
の
不
遂
行

I

ー
或
度
に
於
て
カ
ン
ト
自
身
も
尚
陥
る
を
免
か
れ
な
か
っ
た
諸
鋏
勘

I
ー
—
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

の
最
適
切
な
る
賀
例
を
示
す
の
で
あ
る
。
（
完
）

哲

學

研

究

八




